
平成 29年度 復興庁「新しい東北」共創力で進む東北プロジェクト  

第 2回共創イベント『若者が稼ぐシェアリングシティ』参加要項 

 

共創テーマ： 

「若者が稼ぐ町を実現する課題解決型シェアリングエコノミーとは？」 

 

ニーズ提供団体：気仙沼市震災復興・企画部（宮城県気仙沼市） 

ニーズ内容： 

シェアリングエコノミーを活用した「共助」による若者世代を中心とした 

まちづくり・産業づくり 

 

▼概要 

 気仙沼市では若い世代が高校卒業後に町を離れる傾向が強く、職業の多様な選択肢、安定した

収入の確保や、安心して子育てができる環境などが求められています。本イベントでは、若い世

代に焦点を当て、就労、結婚や子育てのしやすい環境、若者が稼げる町となるために、シェアリ

ングエコノミー（共有型経済）に目を向けたアイデアワークショップや ICT を使ったサービスの

試作を行っていきます。 

 

≪気仙沼における若者世代の課題≫ 

気仙沼市では急速な人口減少と町を去る若者が地域課題となっています（2040 年には震災前

からの人口減少率が 42%と予測）。市外への人口流出の流れを変えることで、若い世代の就労・

結婚・子育ての希望を実現させ、誰もが安心して暮らしていけるための環境を整えることが、必

要不可欠です。本イベントでは、地域の魅力を守り、創り、発信するためのアクションを考えて

いきます。 

 

≪若者が地域に残るには≫ 

市内高校生にアンケートをとったところ、将来の望ましい生活環境として、安定した収入が得

られること、選択できる職業の幅が広いこと、多くの働き口があることが望まれているほか、将

来帰郷し定住するために必要な環境として、職種の幅を増やす、給料を上げるなどを望む声があ

がりました。 

気仙沼市の求人平均賃金（平成 29 年 5 月末現在）は 186,205 円で、県平均(213,864 円)より

も 3万円ほど下回って言います。また、有効求人倍率（平成 29年 5月末現在）は県平均(1.42)

を上回る 1.73 である一方、事務的な職業に限ると 0.51 と、仕事の選択肢を広げることも必要



だと考えられます。 

 

≪魅力的な仕事と暮らしを≫ 

若者が魅力を感じる稼げる仕事とビジネスチャンスの創出、そしてそれらに挑むためのスキ

ルなどを磨く環境を、シェアリングエコノミーの導入で実現させることができるのかを、今回の

共創イベントで参加者のみなさんと考えていきます。 

地域の遊休資産は？スキルや労働力、やりたいことなど、地域の人にそなわる可能性や意欲は？

既存の産業や職業を若者にとって魅力ある働き口にしていくのは？など、空間、モノ、スキル、

移動、カネなど、あらゆる資源をシェアすることで、気仙沼の課題を解決する新しいシェアリン

グエコノミーの姿を描いていきます。 

 

▼ 日時：2017年 8月 19日(土)13:30～20日(日)15:30 

▼ 会場：□ship（スクエアシップ） 

宮城県気仙沼市魚市場前 7-13 海の市 2 階 

※ アクセス：JR気仙沼駅よりタクシーで 10分 

※ 参加者同士、同乗でお越しいただくことを推奨します。 

※ 気仙沼駅前で案内スタッフが待機しております。 

※ 会場への直接のお問い合わせはご遠慮下さい。 

▼ 参加定員：30名〔アイデアソン部門（アイデア・企画） 15 名・ハッカソン部門 15 名〕 

▼ 参加費：無料 

※ 気仙沼市内での宿泊・食費その他実費は、参加者各位にてご負担下さい。 

※ 宿泊先、及び宿泊先から会場までの交通手段は各自でご手配下さい。 

▼ 持ち物：パソコンを持参できる方は、お持ちください。 

▼ 部門 

1.アイデアソン部門 ～気仙沼の課題を解決するシェアリングシティとは？ 

テーマに掲げられた課題を解決するために、市全体でどのような分野にどのような解決策

を入れていけばよいのか。そして、シェアリングエコノミーの仕組みを効果的に導入し、課

題解決型のシェアリングシティを実現させるための構想を描きます。 

 

具体的には、市外への人口流出の流れを変え、若い世代の就労・結婚・子育ての希望を実現

させ、誰もが安心して暮らしていけるための環境を整え、地域の魅力を守り、創り、発信す

るための、シェアリングエコノミーの活用のプランを考えます。 

 



2.ハッカソン部門 ～だれもが使いやすいサービスとは？ 

シェアリングエコノミーの仕組みを活かした個別サービスの開発にチャレンジします。会

場で提示されるサービスモデルの企画を土台に、地域の人々が使いやすい UXを意識したサ

ービスのプロトタイプの開発を目指します。 

 

具体的には、若者がいなくなる町の課題の整理をしながら、町全体で空間、モノ、スキル、

移動、カネなどの資源をどのようにシェアすれば、若者が稼ぐ町が生まれるのかを考え、個

別サービスに落とし込みます。 

 

▼ 参加申込：以下 URLよりお申し込み下さい。 

※ https://goo.gl/hnbHGh 

※ 申込締切：2017年 8月 14日（月）12:00 

※ 原則、個人での参加申込となります。 

※ 申込者多数の場合は事務局で選考をさせていただきます。 

※ 参加が決定した方には、別途事務局より当日プログラムの詳細をご連絡いたします。 

※ 別紙「共創力で進む東北プロジェクト・共創イベント」参加同意書を記入の上、開催当

日にご提出してください。 

（記載内容に同意いただけない方は、参加の申し込みをお控えください。） 

▼ 参加対象者 

・シェアリングエコノミーに関心のある方 

・地域課題の解決に関心のある方 

・地方での起業に関心のある方 

・ITエンジニア、デザイナー、各種クリエーター 

・高校生、大学生（※未成年者は、保護者の同意が必要です。） 

▼ 問い合わせ先 

 事務局：NECソリューションイノベータ株式会社  

 担当 江本、岡野 fw_tohoku2017＠nes.jp.nec.com 

 電話 03-5569-3300 

 ※つながらないときは ⇒03-6867-1367（エイチタス株式会社 担当：原） 

以上 

https://goo.gl/hnbHGh

